
 

 

令和5年度 前期人権同和教育月間に寄せて  「地域とともに歩み、笑顔あふれる学校」 

１ 山ノ内中学校グランドデザイン 

 どの学校にもグランドデザインというものがありま

す。今年のグランドデザインや ESDについて、生徒昇降

口の公衆電話の横に掲示してあります。作ってくださっ

た本山先生、ありがとうございます。グランドデザイン

は、山ノ内中学校が今年、どういうことを大切にして、

どんな学校を創っていくのかをまとめたものです。 

 「場を清め、時を守り、礼を正す」ですが、学校とし

ての理念である「校訓」にすえました。 

目指す学校像は「地域とともに歩み、笑顔あふれる学

校」とし、それを目指すために学校教育目標を「確かな

学力や生きる力を育み、ふるさとに誇りをもつ生徒」と

しました。そして、今年度の重点目標に次の３つをすえ

ました。 

それは、①共に学ぶ ②自ら考え、行動する ③仲間

や地域とつながる です。 

 

①共に学ぶとは・・・仲間と学び合い、深めていく学習のことです。特に、ESDでは自ら課題を

設定して追究し、発信することが大切です。 

②自ら考え、行動するとは・・・今年度は特に、生徒会活動を充実させてほしいと思います。今

まではコロナの影響で制限がかかることが多かったのですが、５類に移行したことでほとんど

のことが行えるようになりました。是非、SDGｓを意識し、ESDを活かした山中らしい生徒会活

動を展開してほしいと思います。 

③仲間や地域とつながるとは・・・当たり前のことですが、仲間に対しては、思いやりをもって

人権を尊重した人間関係を築いてほしいと思います。また、地域とのつながりはここ数年薄く

なってしまいました。これからは、積極的に地域とも交流する場面を設けたいと思います。全

校の皆さんと先生方と心を合わせていきましょう。 

 

２ 前期人権同和教育月間 ～優しさを育む月間～ 

 ６月になって、前期人権同和教育月間が始まりました。「優しさを育む月間」として全校で取り組

んでいきます。「学級・学年の級友関係を見返し、一人ひとりが尊重される学級、学年をみんなで築

いていく」ことが目標です。 

 これは、生徒昇降口に掲げてある「山ノ内中学校人権宣言」のパネルです。 

書かれていることを見ていきましょう。 

令和５年６月８日 

   山ノ内町立 山ノ内中学校 学校だより  



①全校のみんなが、一人一人の個性を認め合い、誰とでも温かい心

で接し合える学校 

②全校のみんなが、いじめ問題や差別問題に気づき、その問題解消

のために、積極的に取り組んでいける学校 

③全校のみんなが、一人ひとりを思いやり、誰もが毎日楽しみにし

て通える学校 

  

この「人権宣言」は、皆さんの先輩が人権について真剣に考え、

形として残してくれたものです。是非、この機会に自分自身を振り返

り、今の山中を見つめていきましょう。 

 

３ 人権感覚は学ぶことで磨かれる。そして行動できる自分になろう。 

昨年も話しましたが、とても大切なことなので今年も話します。

人権についての学習は命の学習です。人権感覚、それは心の中の

鏡です。磨かないと曇ってしまいます。磨くということは学ぶと

いうことです。何がいじめなのか、相手の気持ちはどんなか？自分自身の心の弱さなど、学ばないと

どんどん鈍っていってしまいます。学ぶことで心のブレーキは強くなり気づきも深くなります。と

ころが、どんなに学んで頭で理解しても人の命や幸せを守ることはできません。人権教育が本当に

理解できたかどうかは、自分の身近なところで人権の侵害（いじめや差別、「うざい」「きもい」など

の陰口、無視、物かくし、仲間はずし、SNS 上での悪口など）があった時、“行動や実践に移せる”

かどうかにかかっています。おかしいことはおかしいと言える、誰かに相談するなどの行動に移す。

そんな力をつけてほしいと願います。 

自分のことや友達のことで心配なことがあったら、担任の先生をはじめ保健室の先生や教頭先生、

校長先生に、またスクールカウンセラーの先生などに相談して下さい。勇気を出して相談すること、

SOS を出してほしいと思います。相談窓口は、校長室と保健室です。 

 

４ 部活動・クラブ活動について  

皆さんも耳にしたことがあるかもしれませんが、運動部活動を地域に移行しようという動きがあ

ります。山中では、すでにクラブとして活動している生徒、部活動で活動している生徒、社会体育で

活動している生徒など、様々な形で運動している仲間がいます。

山中に部活がない種目でも部活のある学校にお願いする「委任指

導による部活動」での出場もできるようになりました。 

新たに部を設置することは難しくても、中体連大会に出場した

い気持ちのある生徒がいたら、担任の先生か私に相談してくださ

い。願いが実現できるように、可能な限り一緒に考えていきたい

と思います。 

文化部の皆さんも、いずれ部活動が地域移行する時がきます。

そのため、まずは指導者を探す必要があります。そのことについ

ても、町の関係者の方と連携して進めていきたいと考えていま

す。 

中体連大会、特に３年生は、悔いの残らないように全力でプレ

ーをしてください。健闘を祈ります。 


